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○ はじめに 

 令和４年関市議会第１回定例会の開会にあたり、市政運営に

ついて所信の一端を申し述べるとともに、令和４年度当初予算

案の施策の概要をご説明申し上げます。 

令和元年度から続く新型コロナウイルス感染症の影響は、感

染力の強いオミクロン株の急拡大により、今まで以上に社会経

済はもとより、市民生活に大きな影響を与えており、先の見え

ない状況です。安心した暮らしを取り戻していけるよう、今後

はワクチンの追加接種を迅速に進めていきます。 

本年度の市政運営は、第５次総合計画の着実な推進に向けて

「防災力の向上」、「ＩＣＴを活用したまちづくりの推進」、「地

域経済力の強化」の３つの項目を重点的かつ戦略的に推進して

きました。また、数回にわたる補正予算により、子育て世帯や

生活が困窮している世帯の支援、事業者への感染防止対策物品

購入補助、公共施設における感染防止対策など、市独自のコロ

ナ対策を講じてきました。今後も引き続きスピード感をもって、

取り組みます。 

さて、令和４年度は、第５次総合計画の基本構想が掲げる将

来都市像「産業を鍛え、学びを伸ばし、文化を磨き、未来を切

り拓く協働のまち」の実現に向けての前期基本計画の最終年度

となります。感染症の影響により、新しい生活スタイルと事業

手法が求められる中、令和４年度は、重点的に推進すべき施策

を本年度同様３つに絞り、市政を運営していきます。また、国

の２０５０年カーボンニュートラル実現へ向けての宣言を受け、

本市におきましても、脱炭素化に目を向けた取り組みを行いま

す。 

１つ目は、「地域経済の活性化」に関する施策です。 
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長く続くコロナ禍において、経済を活性化させることが社会

全体の課題であり、新しい生活スタイルに合わせた事業の支援

を行います。市内企業の技術や伝統をつなぐため、後継者不在

の中小企業の事業承継の支援や、資金調達の選択肢を広げるた

め、創業時の資金調達にクラウドファンディングを活用するこ

とを支援していきます。 

２つ目は「防災・減災対策の強化」に関する施策です。 

全国各地で地震や集中豪雨など、多くの災害が起きている中、

河川の氾濫による浸水被害を軽減するため、通称田んぼダムと

言われる大雨の際、一時的に水田に水を貯めることができる排

水桝を設置するための支援や、防災ガイドブックの作成など、

ハード・ソフトの両面から、地域防災力の強化に積極的に取り

組みます。 

３つ目は「ＩＣＴを活用したまちづくりの推進」に関する施

策です。 

コロナ禍において非接触型の生活スタイルが当たり前になる

中、特に進めるべき分野です。各地域にあるインターネット回

線設備を更新し、地域のインターネット通信の高速化を進めま

す。また、市内の企業がＤＸに戦略的に取り組み、競争力を高

めることを支援するため、令和元年度から実施しているＩo

Ｔ・ＩＴ導入事業補助制度をＤＸ総合支援補助制度に変更し、

補助メニューを拡充します。 

以上が３つの重点的・戦略的に推進すべき施策です。 

また、本市は、２０５０年までに二酸化炭素排出量を実質ゼ

ロにすることを目指し、ゼロカーボン社会を実現するため、環

境基本計画を見直すとともに、再生可能エネルギー導入計画を

策定します。また脱炭素経営の促進を進める事業者への補助を

行うなど、市独自の取り組みも行っていきます。 
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このような施策を確実に実施し、市民一人ひとりが幸せを実

感できる「日本一しあわせなまち」の実現に向け、市政運営に

全力を投入してまいります。 

○ 予算編成方針 

令和４年度当初予算の編成に際しましては、関市第５次総合

計画の基本構想に掲げる将来都市像の実現に向けて、第５期実

施計画事業を積極的に推進するとともに、住民福祉の充実を図

るため、すべての職員の知恵を結集して、予算編成に取り組ん

できました。 

○ 予算規模 

 令和４年度当初予算の規模は、 

一般会計  ４００億３，７００万円 

特別会計  １９１億５，７１０万円 

水道事業会計  ３１億０，５００万円 

下水道事業会計   ５３億２，６００万円 

総  額  ６７６億２，５１０万円 

でございまして、予算総額は、前年度比１％の増加となり、過

去最大の予算規模となっています。 

一般会計の予算額は、予算総額と同様、過去最大の予算規模

で、前年度比０．８％の増加となり、主な要因は、社会保障関

連経費の増加に加え、ブロードバンド施設機器の更新、富岡保

育園・富岡小留守家庭児童教室の新築、学習情報館や道の駅な

どの大規模改修などによるものです。 

特別会計の予算額は、前年度比２．４％の増加、また、水道

事業会計は０．４％の減少、下水道事業会計は１．５％の減少

となっています。 
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○ 一般会計の主な歳入 

一般会計の歳入予算の約３分の１を占める市税は、前年度比

５．９％の増加の１１９億９，９０３万７千円を計上していま

す。個人市民税では、景気の緩やかな回復による所得増が期待

され、前年度比６.１％の増加を見込んでおり、法人市民税で

は、前年度比１２．７％の増加を見込んでいます。 

地方交付税では、普通交付税は、前年度比９.５％の増加の

７５億円、特別交付税は、前年度と同額の１０億５千万円を計

上しています。 

これらの歳入のほか、国庫支出金では、重層的支援体制整備

事業などにより４．１％の増加、寄附金では、ふるさと納税を

２０億円計上しています。 

また、市債では、市民球場改修事業や臨時財政対策債の減な

どにより、前年度比２８．６％の減少となっています。 

○ 各施策の主な内容 

 続きまして、令和４年度当初予算における各施策の主な内容

につきまして、関市第５次総合計画のまちづくりの政策体系に

沿って、特に重点的に予算化した施策について、順次ご説明い

たします。 

最初に、第１の政策『地域全体で「人」を支える』です。 

「地域福祉」の施策では、地域住民の抱える困難な課題を解

決するために、複数の相談支援機関が連携し、支援を一体的に

行う重層的支援体制整備を進めます。また、地域包括支援セン

ターを、子ども、高齢者、障がいをお持ちの方、生活が困窮し

ている世帯の相談拠点の場として充実させます。 

「子育て支援」の施策では、富岡保育園の建替えを行い、富
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岡小学校の留守家庭児童教室との複合化を図ります。 

「健康づくり」の施策では、フィットネスジムなどと連携し、

具体的なトレーニングを学べるプログラムの提供などを通じて、

市民の健康づくりをサポートし、生活習慣病や病気の重症化を

予防していきます。また、禁煙希望者に対する禁煙外来治療費

の助成を行い、健康増進と医療費抑制に努めます。

次に、第２の政策『明日を担う「人」を育てる』です。 

「教育環境整備」の施策では、学校施設の長寿命化計画に基 

づき、瀬尻小学校や旭ヶ丘中学校の大規模改修工事の基本設計

など学校の整備を計画的に進めます。また、電子黒板の更新

や、昨年度整備した１人１台タブレットを活用した学習の環境

整備を行います。 

「小中学校教育」の施策では、コロナ禍における学習支援や、

継続してプログラミング教育などのＳＴＥＡＭ教育を充実させ

るなど、教育内容の充実を図ります。また、ふれあい教室で

は、不登校や引きこもり状態にある児童生徒の自立や学校復帰

を目指し、公認心理師等によるサポート体制を強化します。 

「関商工高等学校」の施策では、校舎の改修工事や、防球ネ

ットの建替工事など、より安全に学習できるよう環境を整備し

ます。 

次に、第３の政策『「まち」を共に創る』です。 

「市民協働」の施策では、地域委員会の主体的なまちづくり

の活動を支援するため、地域支援職員を派遣するとともに、地

域おこし協力隊を１名増員し、定住促進起業支援を行っていき

ます。 

「過疎対策・地域振興」の施策では、地域の宝磨き上げ事業

を継続し、洞戸地域では、キウイ栽培後継者育成、板取地域で

は、あじさい管理、武芸川地域では、寺尾ヶ原千本桜公園ベン
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チ設置、武儀地域では、しいたけ栽培後継者育成、上之保地域

では、登山道の整備などを進めます。 

「多様性社会（ダイバーシティ）」の施策では、県内で初めて

となるパートナーシップ宣誓制度を導入し、ＬＧＢＴ当事者等

で宣誓を希望する方々に対して、宣誓書受領証を交付すること

で、公的にパートナー関係を認め、生きづらさの軽減や自分ら

しく生活することをサポートします。 

「生涯学習」の施策では、市民一人一人が健康で豊かな生活

を営むことができるよう、より充実した場を提供するため、引

き続き、学習情報館と図書館の改修を行います。 

「スポーツ」の施策では、新しく生まれ変わる市民球場をは

じめ、各施設をより多くの市民が利用し、多様なスポーツと接

することができるよう各種スポーツイベントを開催していきま

す。 

「文化・芸術・歴史」の施策では、小瀬鵜飼の後継者育成の

ための記録映像制作や弥勒寺史跡公園を整備し、また、文化施

設では、洞戸円空記念館や文化会館の改修などを行います。 

 次に、第４の政策『「まち」に活力を生む』です。 

「工業」の施策では、市内の中小企業が脱炭素経営に取り組

み、国際的に競争力のある企業を目指せるように、温室効果ガ

ス削減効果のある設備更新などの費用を一部補助していきます。 

「観光」の施策では、関の刃物、小瀬鵜飼、温泉、アウトド

ア・レジャーなど既存の観光資源の磨き上げとともに、体験ア

クティビティなど新たな観光資源の創出により、観光地として

の魅力を高めます。また、観光施設の整備では道の駅「ラステ

ンほらど」・「むげ川」の改修などを行います。 

「農業」の施策では、農業経営の規模拡大、農地の集積化、

耕作放棄地の発生防止・解消のため、農地等の利用の最適化を
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進めます。また、農産物の被害を抑えるための有害鳥獣対策、

農業用水路の改修などさまざまな事業を展開し、農業の担い手

や経営体を育成するとともに、農業経営の安定化を図ります。 

「林業」の施策では、森林整備を進めるとともに、ゼロカー

ボン社会の実現にむけて、化石燃料から木質バイオマス資源へ

の転換を促進するため、薪ストーブなどの購入支援を行い、地

域内循環によるエネルギーの安定供給化を図るため、林業安全

装備購入費用を補助します。 

次に、第５の政策『安心な「暮らし」を守る』です。 

「防災・減災・消防」の施策では、自助・共助による災害に

強いまちづくりを目指し、地域防災計画の改訂や、防災ガイド

ブック、洪水ハザードマップを作成するなど、市民の生命と財

産を守るための施策を行います。 

「環境保全」の施策では、市民・事業者・市が一体となって、

ゼロカーボン社会の実現を目指し、普及啓発活動や市民参加型

のイベントなどを開催します。また、二酸化炭素を排出しない

電気自動車を公用車として購入するなど、全庁的な脱炭素化を

推進していきます。 

次に、第６の政策『快適な「暮らし」を造る』です。 

「都市計画・土地利用」の施策では、立地適正化計画の見直

しを行い、持続可能なコンパクトかつにぎわいのまちづくりの

推進に努めます。観光交流拠点となる刃物ミュージアム回廊

「せきてらす」を中心に、本町ＢＡＳＥや１月にオープンした

にぎわい施設古民家「あいせき」を運営し、関シティターミナ

ルからせきてらすまでの区間においては、遊歩道やふれあい広

場などを整備し、歩いて楽しい空間づくりを目指します。 

「住環境」の施策では、空家等対策計画を見直し、空き家の

発生抑制や危険な空き家の除去に取り組みます。また、住みよ



－８－ 

い住環境を提供し、快適なまちづくりを推進するため、土地区

画整理事業の推進を図ります。 

「道路・橋りょう」の施策では、南北幹線道路である倉知一

ノ門線のほか、東山西田原線、尾太中池線などの整備を進め、

安全で便利な道路網を構築していきます。さらに、市道３か年

集中整備計画に基づき、幹線道路だけでなく生活関連道路の重

点的な舗装・側溝補修などを行い、快適な生活環境づくりを進

めます。 

「治山・治水」の施策では、河川・調整池の浚渫工事や排水

路改修工事を進め、また、土砂災害対策として、急傾斜地崩壊

防止工事を継続して進めます。 

「上水道」の施策では、水道施設を適正に維持管理し、安全

な水を供給できるよう、機能強化及び老朽管対策を行います。 

また、災害時にも安定した給水ができるよう、耐震管への布設

替を行います。 

「下水道」の施策では、幹線管路の長寿命化を図るため計画

的な管路整備を進め、安定した下水道処理が継続できるよう努

めます。 

最後に、『持続可能な行財政運営を行う』です。 

「ふるさと納税」による寄附額は、本年度におきましても、

好調を維持しており、本市を応援してくださる皆様に感謝申し

上げるとともに、まちづくりのために有効に活用してまいりま

す。このふるさと納税のチャンネルを活用し、広く本市をＰＲ

するとともに、シティプロモーションにつなげていきます。 

 職員が一層知恵を出し合い、自主財源の確保に努めてまいり

ます。 
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○ おわりに 

以上、令和４年度の市政運営の基本方針と予算案の概要につ

いて、申し述べさせていただきました。 

 新型コロナウイルス感染症により、生活が一変している今だ

からこそ『日本一しあわせなまち』の実現に向け、市民の皆様

との協働により、誰もが誇りと愛着をもっていただけるような

まちを全力で創ってまいる所存でございます。何とぞ、市議会

をはじめ、関係各機関のご理解と市民の皆様のご支援、ご協力

を切にお願い申し上げまして、令和４年度の施政方針といたし

ます。



関＊はもみん 


